
令和３年８月伊勢原市教育委員会定例会会議 日程表 

 

日時：令和３年８月２４日（火） 

午前９時３０分～ 

場所：市役所３階  第２委員会室 

 

開 会 

 

議 事  

日程第１ 前回議事録の承認 

 

日程第２ 教育長報告     

 

日程第３ 教育長職務代理者報告 

 

その他 

 

閉 会 



          全国学力・学習状況調査結果の取扱いについて        資料１ 

 
 

教育指導課 
 

１ これまでの経緯 

 ○ 平成２２年７月伊勢原市教育委員会の議案第３２号で、全国学力・学習状況調査結果に係

る情報公開請求に関して、次の２点が承認された。【参考資料１】 

  ・ 「国語Ａ・Ｂ」「算数(数学)Ａ・Ｂ」の市全体の平均正答率、児童生徒質問紙調査及び学

校質問紙調査の市全体の平均値については公開する。 
・ 「国語Ａ・Ｂ」「算数(数学)Ａ・Ｂ」の学校ごとの平均正答率は非公開とする。 

 

 ○ この承認に基づき、平成２２年度以降、次の事項について公表してきた。  

  ・ 「国語Ａ・Ｂ」「算数(数学)Ａ・Ｂ」の市全体の平均正答数及び平均正答率 

・ 児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の市全体の平均値（一部項目） 

  ・ 調査結果に係る市全体の分析・見解 

 

 ○ 平成２６年度国の実施要領の改正に伴い、調査結果の公表に関して改めた。 

参考として、平成３１年度（令和元年度）のホームページ公表内容は、別紙のとおり。 

【参考資料２】 

 

〇 平成２９年度の標記調査結果について情報公開請求あり。 
公開の請求に係る行政文書の内容：平成２９年度全国学力・学習状況調査における下記項 

目の学校別平均正答率。学校名や生徒数など類推できるものを伏せ、順不同として公開した。 
  

〇 令和３年度の調査については、別紙のとおり。【参考資料３】 

 

 

２ 今後の取扱い 

  令和３年度の全国学力・学習状況調査結果の取扱いは、次のとおり。 

（１）伊勢原市教育委員会による公表事項 

   市民への説明責任として、次の事項についてホームページで公表する。 

・ 「国語」「算数(数学)」の市全体の平均正答率 

・ 児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の市全体の平均値（一部項目） 

    ・ 調査結果に係る市全体の分析・見解 

    ・ 市内各小中学校の結果の分析及び活用について 

（２）学校による説明事項 

   保護者や地域住民への説明責任として、調査結果の分析を踏まえた授業改善の取組方針等

について、学校便り等を活用して周知を図る。 
（３）非公開事項 

   文部科学省「令和３年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」に基づき検討した結

果、伊勢原市としては個別の学校の調査結果について、平均正答率などの数値については非

公開とする。  



【参考資料１】 

 

  【非公開の理由】 

個別の学校の調査結果の公表は、たとえ「一覧表示や順位付けをしない」「学力の一部分の

測定に過ぎないことを明記」等の配慮を行ったとしても、平均正答率の数値のみによる学校

の一面的な序列化を煽り、在籍する児童生徒の意欲低下や誤った競争激化など、各学校の創

意ある教育活動を推進する上で大きな弊害になるとともに、本調査の適正な遂行に支障を及

ぼすことが予想されるため。 

   また、このことは、伊勢原市教育振興基本計画に掲げた基本理念と異なるものであるため。 

 

平成２２年７月伊勢原市教育委員会議 議事録より 

（議案第３２号） 

「全国学力・学習状況調査の行政文書公開請求に係る異議申し立ての取り扱いについて」 

 

 

■ 経 緯 
○ 市民より、平成19・20年度の標記調査結果について情報公開請求あり。 

   請求内容：「国語A･B」「算数(数学)A･B」の市全体及び学校ごとの平均正答率 

       ：児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の市全体の平均値 
○ 非公開とする市の通知に対し異議申し立てがあり、市情報公開審査会は「公開すべき」と

の答申。 
 
 
■ 承認事項 
○ 「国語 A･B」「算数(数学)A･B」の市全体の平均正答率、児童生徒質問紙調査及び学校質問

紙調査の市全体の平均値については公開する。 
 ○ 学校ごとの平均正答率は非公開とする。 
     
 【理由】 

・ 学校間の序列化による弊害や、特に小規模校において個が特定されるといった支障を来

す可能性が完全に払拭できないため。 
   

・ 情報公開審査会答申の付言にも次のようにあるため。 
「 調査で測定できるのは２科目であり、学力の特定の一部であることから、学校におけ

る教育活動の一つの側面に過ぎない。 
また、小中学校が自分の行きたい学校を選択することのできない学区制のため、序列

化によりランクの低い学校に行く子どもの立場からして影響が懸念される。 
さらに、学校間の平均点を出したことで、建設的なインターアクションが起こるかど

うかに関して疑問があるとの意見があり、調査結果が、指導者である教員と児童生徒を

通じ保護者に戻されているのであり、結果を教育の仕方に反映しているのであれば、公

開はどうかという意見が出されたことを申し添える。 」 
 
 
 



【参考資料２】 

平成３１年度（令和元年度） 全国学力・学習状況調査の伊勢原市結果の分析について 
                                                       伊勢原市教育委員会 
  
  伊勢原市では、児童生徒の学力や学習状況に関し、継続的な検証改善サイクルの確立を目的とし
て、文部科学省「平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査」を実施しました。 
 伊勢原市立小中学校の調査結果の概要をお知らせします。 
 
 【調査日時】平成３１年４月１８日（木） 
 【調査対象学年】小学校６年生 ８１１人 中学校３年生 ７４４人 
 【調査内容】 
  １ 教科に関する調査 

・小学校：国語、算数  中学校：国語、数学、英語 
・出題範囲：調査する学年の前学年まで 

・出題内容：「知識」及び「活用」に関する問題を一体的に出題 

・出題形式：記述式の問題を一定割合で導入 

 

   ２ 児童生徒に対する質問紙調査、学校に対する質問紙調査 
 【調査結果についての留意事項】 

   ○ 実施教科が国語、算数・数学、英語の３教科であり、学習指導要領のすべてを網羅す
るものではないことから、児童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部であること。 

   ○ 年度によって問題の質が異なるため、平均正答率の経年変化のみから、学力の向上、 
    低下の傾向を評価することは難しいこと。 

 
 
１ 教科に関する調査の結果から 
（１）平均正答率 

   小中学校共に、全国及び神奈川県と比較して、正答数・正答率と大きな差は見られませんで
した。 

 
  《平成３１年度（令和元年度）教科に関する調査の平均正答数と平均正答率（％）（公立小中学校）》  

平成３１年度 

（令和元年度） 

小学校 中学校 

国語 算数 国語 数学 英語 

（14 問） （14 問） （10 問） （16 問） （21 問） 

正答数 

(問) 

正答率 

(％) 

正答数 

(問) 

正答率 

(％) 

正答数 

(問) 

正答率 

(％) 

正答数 

(問) 

正答率 

(％) 

正答数 

(問) 

正答率 

(％) 

伊勢原市 8.3 59 9.1 65 7.3 73 9.5 60 11.5 55 

神奈川県 8.5 61 9.4 67 7.3 73 9.5 59 12.3 59 

全国 8.9 63.8 9.3 66.6 7.3 72.8 9.6 59.8 11.8 56.0 

  ※県及び市の平均正答率は、国から小数第１位を四捨五入した整数値で提供された。 

※中学校英語は、「話すこと」を除いた「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の集計値。 



（２）教科・設問ごとの分析結果 

 教科に関する調査結果について、各教科・設問ごとに分析したところ、習得の状況が良好で
あると見られる特長と指導の改善・充実が求められる課題とが見られました。 

  

  ～主な特長と課題～ 

 

 

 

 

小 

 

学 

 

校 

 
 

国語 

 

 

 

特長 

 

・話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認する

ための質問をすることができる。 

・目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読

むことができる。 

課題 ・情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えること。 

・学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと。 

算数 

 

 

特長 ・目的に適した伴って変わる二つの数量を見いだすことができる。 

・棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ることができる。 

課題 

 

・示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性

質を記述すること。 

・図形の性質や構成要素に着目し、ほかの図形を構成すること。 

 

 

中 

 

学 

 

校 
 

 

 

 

 

国語 

 

特長 ・話合いの話題や方向を捉えることができ、書いた文章を読み返し、論の展

開にふさわしい語句や文の使い方を検討することができる。 

・文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考え方をもつこと

ができる。 

課題 ・文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えを

もつこと。 

・文章の展開に則して情報を整理し、内容を捉えること。 

数学 

 

 

特長 ・結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明することが

できる。 

・簡単な連立方程式を解くことができる。 

課題 ・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること。 

・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること。 

英語 特長 ・まとまりのある英語を聞いて必要な情報を理解することができる。 

・語と語の連結による音変化をとらえて、情報を正確に聞き取ることができる。 

課題 ・与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意して

まとまりのある文章を書くこと。 

・書かれている内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容

や書き手の意見などをとらえること。 

・日常的な話題について簡単な語句や文で書かれたものの内容を正確に読み取

ること。 

 



 
２ 児童生徒質問紙調査の結果から 

                                    ＊ 各グラフの数値は、質問に対して「当てはまる」「どちらかと 

                    いえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合を示す。 

（１）児童生徒の生活に対する意識に関して 

 
・自分にはよいところがあると感じている児童生徒の割合は、全国と比較して大きな差はみら

れませんでした。引き続き、各校での教育活動や道徳教育などさまざまな活動の場面で、一
人一人適切な評価に努め、よいところは積極的に褒める等、個に応じた指導に留意する必要
があると考えられます。 

・「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」と回答している割合は、全体的に
高い割合を示しているが、引き続き、児童生徒の意識を高めていく必要があります。 

 

Ｑ「自分には、よいところがあると思いますか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」 

 



（２）家庭学習に関して 

  ・「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。」と回答している割合は、小学校では全
国と比較して大きな差はみられず、中学校では小学校と比べると全国的にもやや低い傾向が
ありました。引き続き、家庭学習における学習方法等について啓発を図っていく必要があり
ます。また勉強の仕方や自分の学習課題が明確になることで、主体的に学習に取り組めるよ
うになります。学校と家庭が連携をして、学校の学びを家庭へつなげることが大切です。 

 

Ｑ「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）主体的・対話的で深い学びの視点から 

  ・「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができてい

る」「自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組

立てなどを工夫して発表している」と感じている割合は、小学校では、全国と比較して大きな差

はみられませんでした。  

  ・思考力・判断力・表現力等の基盤となる言語能力の育成に当たって、発達段階に応じた問い

を設定するなど指導を工夫していくことが重要であると考えます。 

 

Ｑ「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思います

か。」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ「自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工

夫して発表していたと思いますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
３ 児童生徒質問紙調査と教科に関する調査のクロス集計結果から 
 

 児童生徒質問紙調査の結果と教科に関する調査結果との関係を見ると、次のような児童生徒
ほど、教科の正答率が高いという傾向が見られました。 

 
・朝食を毎日食べている。 
・毎日、同じくらいの時刻に起きている。（小学校） 

・家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をする。 

・学校の規則を守っている。（中学校） 

・家で、自分で計画を立てて学習している。 

・読書が好きである。 
・新聞を読んでいる。（小学校） 
・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 
・日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたいと思

う。（小学校） 
・外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う。（中

学校・英語） 
・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できている。 
・受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。 
・自分の考えを話したり、書いたりするとき、うまく伝わるように理由を示すなど、話や文

章の組立てを工夫していた。 
・自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立

てなどを工夫して発表していた。 
・総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表す

るなどの学習活動に取り組んでいる。 
・授業で学んだことを、ほかの学習に生かしている。 

 
 

４ 学校がよりよい授業実践に向けて重視していきたいこと 

各学校では、次のような点を重視し、全学年・全教科を通じて授業の充実を図る必要があ

ります。 
 

・めあて、自分の考え、授業のポイントをノート等に書かせ、授業のめあてが達成できたか、
授業で何が分かったか、何ができるようになったか、振り返りを行う。 

・発問や指示を厳選し、子どもの考える時間（書く時間）・相談する時間・深め合う時間を
大切にする。 

・話し合う活動や自分の考えを発表する取組をさらに充実してくこと。 
・実生活における事象との関連を図った授業を行う。 
・言語活動については、各教科、「特別な教科 道徳」、総合的な学習の時間及び特別活動
を通じて学校全体で取り組むこと。 

・ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した授業を行うこと。 
・各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができる機会を設けること。 



 
【小学校国語】 

・目的や意図、自分の考えを明確にして、話す、聞く、書く、読む。→言語活動を通して力

をつける。 

・文や文章の中で正しく漢字や言葉を使うことを通して、言葉の力をつける。 

    

【小学校算数】    

 

 

 

 

 

 

【中学校国語】 

・目的や場面に応じて話し合い、自分の考えをまとめる指導の工夫をすること。 

・文章の構成や展開を理解し、内容を的確に捉える指導の工夫をすること。 

 

【中学校数学】 

・具体的な場面において、問題解決の方法について見通しを立てたり、求めた数学的な結果

を事象に即して解釈したりして数学の問題として捉え、日常生活における問題に対して、

数学を活用して解決できるようにすること。 

・比例、反比例の特徴を見いだし考察する際に、その比例、反比例の関係を表、式、グラフ

を用いて表現することができるようにすること。 

・データの分布に着目して、その傾向を読み取って判断することができるようにすること。 

 

【中学校英語】 

・英文を書いた後の言語活動としては、相手に正しく伝わる文章になっているか、生徒

自身が読み直して誤りに気付き、修正を加えながら正確さを確かめる活動や生徒同士で

書いたものを読み合い内容について質問したりする活動が必要である。 

・教科書のモデル文を参考にし、オリジナルの文を書き換えるような活動を行うことも

必要である。 

 
 
 

・計算の順序についてのきまりは、具体的な場面と関連付けながら確実に理解できるように

すること。 

・図形の合成や分解など図形の構成についての見方を働かせ、図形の面積を、既習の求積公

式を活用して求め、求め方について説明することができるようにすること。 

 



 
５ 家庭にお願いしたいこと 
 

進んで学ぶ子どもを育てるために、家庭においても特に次の点について、ご指導をお願いしま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ・ 規則正しい生活習慣を心がけましょう。 
   例）早寝・早起き・朝ごはん、家庭学習や読書等の習慣 等 
  
 ・ 家族で、学校や社会での出来事、将来のことなどについて話題にしてみ 

ましょう。 
      
 ・ 日常生活の中での「達成感」を大切にしましょう。 
      例）家庭の中で子どもに役割を与える 子どものがんばりをほめる 等 
 
 ・ ボランティア活動や地域の行事等に一緒に参加しましょう。 
   例）市民総ぐるみ大清掃、公民館まつり、総合防災訓練、地区・学区体育祭などへの

参加 等 
 
 ・ テレビゲームや携帯電話・スマートフォン等の使い方について、話し合いましょう。 
 
 
 

「伝え合おう 大切なこと 互いの声で」 
「スマートフォンをスマートに ～大切なのは自制心～」 
                       （平成 27 年度伊勢原市中学生からのスローガン） 

 
  
 
 伊勢原市教育委員会では、家庭学習の手引きとして、冊子『学びのすすめ』を作成し、学校を通じて 
家庭に配布しています。ぜひご活用ください。 
    参考）冊子『学びのすすめ』は伊勢原市教育センターのウェブサイト内リンクリストから 
     ダウンロードできます。  （ http://www.isehara.ed.jp/center/ ） 



【参考資料３】 

 

「令和３年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」の概要 

教育指導課  

■ 調査の目的 

  義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

■ 調査の対象 

  小学校第６学年 中学校第３学年 
   ＊ 特別支援学級在籍の児童生徒のうち、下学年や特別支援学校（知的障害）の教科内容の指導を受け

ている児童生徒は除く。 

 

■ 調査の期日 

  令和３年５月２７日（木） 

 

■ 調査事項 

【児童生徒に対する調査】 

 ○ 教科に関する調査 

  ・ 小学校：国語、算数  中学校：国語、数学 

  ・ 出題範囲：原則として、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項 

  ・ 出題内容：①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実

生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望まし

い知識・技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のた

めの構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。 

・ 出題形式：記述式の問題を一定割合で導入 

   

 ○ 質問紙調査 

  ・ 学習意欲や学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問 

 

【学校に対する質問紙調査】 

  ・ 指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する質問 

 

■ 調査結果の活用 

○ 学校は、各児童生徒に対し個人票を提供するとともに、調査結果を踏まえ、各児童生徒の

全般的な学習状況の改善等に努めるとともに、自らの教育指導等の改善に向けて取り組むこ

と。 

 

○ 伊勢原市教育委員会及び学校は、多面的な分析を行い、自らの教育及び教育施策の成果と

課題を把握・検証し、保護者や地域住民の理解と協力のもとに適切に連携を図りながら、教

育及び教育施策の改善に取り組むこと。 

 

  



■ 調査結果の公表 

【基本的な考え方】 

調査結果の公表に関しては、伊勢原市教育委員会や学校が、保護者や地域住民に対して説明

責任を果たすことが重要である一方、調査により測定できるのは学力の特定の一部分であるこ

と、学校における教育活動の一側面であることなどを踏まえるとともに、序列化や過度な競争

が生じないようにするなど教育上の効果や影響等に十分配慮することが重要である。 

 

【市町村教育委員会における公表】 

○ 設置管理する学校全体の結果を公表できる。 

○ 個別の学校の結果を公表できる。この場合、個々の学校名を明らかにした公表については、

その教育上の影響等を踏まえ、必要性について慎重に判断すること。 

○ 学校に自校の結果を公表するよう指示する場合も、上に準ずること。 

 

【個別の学校の結果を公表する場合の配慮事項】  

１ 単に平均正答数や平均正答率などの数値のみの公表は行わず、調査結果について分析を行

い、その分析結果を併せて公表すること。 

さらに、調査結果の分析を踏まえた今後の改善方策も速やかに示すこと。 

 

２ 教育委員会が個々の学校名を明らかにした調査結果の公表を行う場合、当該学校と公表す

る内容や方法等について事前に十分相談するとともに、公表を行う教育委員会は、当該調査

結果を踏まえて自らが実施する改善方策を調査結果の公表の際に併せて示すこと。 

また、教育委員会において自らが設置管理する学校に自校の結果を公表するよう指示する

場合は、教育委員会は自らが実施する改善方策を速やかに示すとともに、公表する内容等に

ついて学校に指示する場合は、教育委員会は当該学校とそれらについて事前に十分相談する

こと。 

 

３ 平均正答数や平均正答率などの数値について一覧での公表やそれらの数値により順位を付

した公表などは行わないこと。 

 

４ 調査の目的や、調査結果は学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側

面であることなどを明示すること。 

 

５ 児童生徒個人の結果が特定されるおそれがある場合は公表しないなど、児童生徒の個人情

報の保護を図ること。 

 

６ 学校や地域の実情に応じて、個別の学校や地域の結果を公表しないなど、必要な配慮を行

うこと。 

 

【情報公開に関して】 

○ 文部科学省は、「行政機関の保有する情報の公開に関する法律（平成11年法律第42号）」

第5条第6号の規定を根拠として、公表しない調査結果を不開示情報として取り扱う。 

（理由）序列化や過度な競争が生じるおそれや学校の設置管理者等の実施への協力及び国民

的な理解が得られなくなるなど正確な情報が得られない可能性が高くなり、全国的な

状況を把握できなくなるなど調査の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあると考えら

れるため 

○ 伊勢原市教育委員会でも、情報公開条例の同様の規定を根拠とし、適切に対応する必要が

ある。 
















